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‘72 ローマクラブ 

 
‘72 国連人間環境会議 

     

 

 
‘87 ブルントラント委員会(WCED)  

 
 

‘80「西暦 2000 年の地球」 
（アメリカ合衆国） 
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‘71 環境庁発足 
‘72 自然環境保全法 

‘80 ワシントン条約加盟
‘80 ラムサール条約加盟 

‘92 種の保存法、世界遺産条約加盟
‘92 ワシントン条約 COP8（京都） 

‘93 環境基本法 
‘93 ラムサール条約 COP5（釧路） 

‘95 生物多様性国家戦略 
‘98 第 22 回世界遺産委員会（京都）

‘99 鳥獣保護法改正 

‘00 環境省設置
‘02 新・生物多様性国家戦略、自然再生推進法 

‘03 カルタヘナ法 
‘04 外来生物法 

‘07 第 3 次生物多様性国家戦略、海洋基本法 
‘07 21 世紀環境立国戦略 

‘08 生物多様性基本法 

 
‘10 生物多様性保全活動促進法 
‘10 生物多様性国家戦略 2010 
‘10 地球温暖化対策基本法 

‘11 海洋生物多様性保全戦略 
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・グリーン経済 
・持続可能な開発に 
向けた制度的枠組 

持続可能な開
発のための生
物資源の保全 
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‘73 採択 ‘75 発効 
ワシントン条約 
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・愛知目標 
・名古屋議定書 
・TEEB 

 
ミレニアム 
生態系評価 

2010 年目標
(COP6 
→ WSSD,MDG7) 

・環境と開発に関
するリオ宣言 

・アジェンダ 21 
・森林原則声明 

・IPBES 

・生物多様性
の 10 年 

生物多様性に係る国際的な取組の経緯 

WSSD
実施計画ミレニアム

開発目標 
人間環境宣言 
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資源動員戦略

資料２－１ 

‘71 採択 ‘75 発効 
ラムサール条約 

‘72 採択 ‘75 発効 
世界遺産条約 

‘79 採択 ‘83 発効 
ボン条約 

‘95 世界貿易機関
（WTO）を設立する

  マラケシュ協定 
 

‘05 

エコシステム
アプローチ 

‘00

（UNEP,IUCN,WWF） 
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